








飯塚／私も一度住み慣れた関東から出て生活をしてみたいと思って
いました。

倉内／私は青森県出身ですが、家の方針で家事全般はできるように
育てられていたため、全く不安はありませんでした。

山形大学ってどんなところ？
高校との違いがたくさん！
―実際に山形大学で3、4年大学生活を送ってみて、ど
のような印象を持っていますか？
佐藤（花）／私は高校まではほとんど山形県出身の人としか関わって

きませんでしたが、山形大学は全国から学生が集まっていて活
気があると思いました。今私がいつも一緒にいる友達も、全員県
外出身者です。

飯塚／たしかにいろいろなバックグラウンドを持っている学生が多い
です。それに、それぞれ自分の目標に向かって頑張っている学
生が多いので、いい刺激になっている気がします。

佐藤（生）／思っていた以上に校舎がきれ
いだと思ったのと、すごくおしゃれな
人がいたり、面白い人がいたり、楽し
い大学だなと感じました。

小島／私はサポートがとても手厚いと思い
ました。例えば理学部ではTOEICの
受験料補助もありますし、半期ごとに
担当のアドバイザーに学生生活の悩
みや不安を相談できる面談もあるの
でとても心強いです。

倉内／山形大学は「山形」という
土地をとても大事にしてい
る印象です。山形の食や風
土、地域性について考える
授業が必修なので、山形に
ついて考えることで、自分
の地元と比較して、改めて
地元の良い面や改善点に
気づけました。

丸田／入学前から学修面や研究
面でとてもハイレベルな印
象がありましたが、実際入
学して講義を受けてみると
より一層レベルの高さを感
じました。また授業では中学
高校であまり触れてこなかった性の問題について議論する機会
があり、今まで自分の中にあった固定観念を良い意味で壊して
くれる大学だと思いました。

小島／高校までは教科書を読んで問題を解くことをひたすら繰り返
す学習がほとんどでしたが、大学ではグループワークで仲間と
議論する機会が多い印象です。課題解決力は社会人でも求めら
れるスキルなので、社会人になる準備としての学びがあると感
じています。

飯塚／たしかに、高校までは決められたカリキュラムにひたすら取り
組んでいましたが、大学は自分が興味のある分野に関して自発
的に学ぼうとすればするほど、得られる学びがあるという点で
高校とは違います。より自主性が求められますね。

山形大学の
いいトコ、いいコト。
実際にキャンパスで学び、友人と過ごし、山形で生活してきたからこそ、伝えたい“リアル”がある。

各学部の先輩たちが自身の大学生活を通して贈るエールをお届けします。
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学部も出身地も違う6人が
山形大学を選んだ理由
―みなさん学部も出身地もそれ
ぞれですが、山形大学を選んだ
理由を教えてください。

丸田／私の一番の決め手は地元の大学だった
ことです。法律を学びたいと考えていて
「近場で法律を学べるところはどこだろ
う？」と探した時に、いくつか候補はあり
ましたが、地元からの通いやすさを考
えて人文社会科学部に決めました。

佐藤（生）／私の夢は保健師にな
ることですが、そのために
は看護師免許と保健師免
許をどちらも取る必要があ
ります。他の大学では保健
師コースに入れるのが選抜
で選ばれた人に限定されて
いることが多いのですが、
山形大学の医学部は全員
が保健師コースを選べる形
式になっていて、それが一

番の決め手になりました。私も山形県出身なので、地元の大学が
いいというのはよく分かります！

佐藤（花）／私も山形県出身なので、1年目は実家から通えることが一
番大きかったです。もちろん、農学部に進学したい気持ちがずっ
とあったことも決め手のひとつです。でも大学を選ぶ段階では
まだ自分の中でどういうことを専門に学びたいのか明確になっ
ていなかったので、2年次から専門的に学ぶコースを選べること
に魅力を感じました。

小島／たしかにそうですね。理学部は1年次に理学の基礎を学び、2
年次から自分の興味を持った分野を選択していくので、入学し
てから「やっぱりこうすればよかった…」という齟齬が生じないと
思いました。講義だけでなく、将来の進路に応じたプログラムを
選択できるのも魅力的でした。そのおかげで大学に入学してか
ら自分自身を考え直す期間を設けて将来の選択ができます。

飯塚／私は工学部で化学を専攻したいと考えていて、山形大学の大
学院進学率の高さに惹かれて志望しました。また全国的にも珍
しい「化粧品学」の講義が開講されていることも興味深かったで
す。化粧品の有効成分がどういうメカニズムで働いているのか
を勉強してみたいと思いました。

倉内／私はカリキュラム自体が決め手になりました。地域教育文化学
部では、私が興味を持っている音楽と健康の分野がひとつの学
部内で学べます。私は高校まで合唱部に所属していたので、音楽
を専門的に学べることにも魅力を感じました。地域教育文化学部
にはコースが2つあり、児童教育コースは教員資格を取らないと
卒業できませんが、私は教える側としての知識を学ぶ前に自分の
知識を深めたいと思ったので、文化創生コースを選びました。

―県外出身者のみなさんは、地元を離れることに不
安はありませんでしたか？
小島／生まれ育った町から一度出て知らない土地で暮らすのも、価値

観を広げるきっかけになるかなと思いました。群馬県はあまり雪
が降らないので、最初は雪の量にびっくりしましたね。
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